
(57)【要約】

【課題】本発明は、簡略な構成で効率よく排気ガス中の

汚染物質を浄化する空気浄化装置を提供する。

【解決手段】排気ガス１７は、送風装置４の送風機１６

を用いて送風管１５に取り込まれ水平流となり、空気浄

化装置本体２の外殻３に設けられた送風口５より内方へ

送入される。外殻３に送入された排気ガス１７は上昇し

、第１の充填材１０を通過するが、第１の充填材１０に

は、第１の散水ノズル９より散水された液剤１１が付着

して表面に水膜が形成されており、この水膜に効率よく

気液接触し、排気ガス１７中の汚染物質が移行する。さ

らに、上昇した排気ガス１７は、再度第１の散水ノズル

９より散水された液剤１１に直に気液接触し、残留する

汚染物質が移行し、浄化される。この後、浄化された排

気ガス１７は、液剤１１による液滴を第１のデミスタ７

に捕集された上で、開口部４より外方へ排出される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 気 ガ ス 中 の 汚 染 物 質 を 液 剤 に 吸 収 さ せ て 、 排 気 ガ ス を 浄 化 す る 空 気 浄 化 装 置 本 体 と 、
該 空 気 浄 化 装 置 本 体 の 側 面 下 部 に 連 結 さ れ て 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 の 内 方 に 排 気 ガ ス を 送 入
す る 送 風 装 置 を 備 え る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、
空 気 浄 化 装 置 本 体 が 、 上 方 に 開 口 部 、 下 部 側 面 に 前 記 送 風 装 置 と 連 通 す る 送 風 口 、 及 び 底
部 に 前 記 液 剤 が 貯 留 す る 液 槽 が 備 え ら れ る 筒 型 の 外 郭 と 、
該 外 郭 の 送 風 口 よ り 上 方 で 内 方 を 水 平 に 塞 ぐ よ う に し て 配 置 さ れ る 第 １ の 充 填 材 、 及 び 該
第 １ の 充 填 材 の 上 方 に 配 さ れ 、 前 記 液 剤 を 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に よ
り 構 成 さ れ る 主 洗 浄 部 と 、
該 主 洗 浄 部 の 上 方 で 外 郭 の 内 方 を 水 平 に 塞 ぐ よ う に し て 配 さ れ 、 排 気 ガ ス 中 の 液 滴 を 除 去
す る 第 １ の デ ミ ス タ に よ り 構 成 さ れ 、
前 記 主 洗 浄 部 の 第 １ の 充 填 材 が 、 板 状 に 成 形 さ れ 表 面 に 水 膜 を 形 成 す る 親 水 性 の 親 水 板 材
を 、 板 面 が 水 平 よ り 傾 斜 を 有 す る よ う に 複 数 組 み 合 わ せ て 形 成 さ れ た 多 壁 面 体 に よ り 構 成
さ れ る と と も に 、
前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 液 剤 を 供 給 す る 供 給 配 管 に 直 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 空
気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て お り 、 前 記 第 １ の
散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤 に 加 え て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ
る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る こ と を 特 徴 と す る 空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 に お い て 、
前 記 外 殻 の 内 方 で 主 洗 浄 部 の 下 方 に 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル よ り 散 水 さ れ る 液 剤 を 貯 留 す る 中
間 ド レ ン 槽 が 設 け ら れ る と と も に 、
該 中 間 ド レ ン 槽 と 送 風 口 と の 間 の 高 さ 位 置 に 、 下 方 か ら 上 方 の 順 で 前 記 外 殻 の 内 方 を 塞 ぐ
よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ の デ ミ ス タ 、 第 ２ の 充 填 材 、 及 び 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル を 備 え る 前 処 理
部 が 設 け ら れ 、
前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 中 間 ド レ ン 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記 第
１ の 散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤 に 加 え て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供 給
さ れ る 中 間 ド レ ン 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る と と も に 、
前 記 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記 第 ２ の 散 水
ノ ズ ル が 、 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 ２ の 充 填 材 に 散 水 す る
こ と を 特 徴 と す る 空 気 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 排 気 ガ ス 中 の 汚 染 物 質 を 浄 化 す る 空 気 浄 化 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 工 場 等 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス 中 に 含 ま れ る 水 溶 性 の 有 機 ガ ス 、 酸 ・ ア ル カ リ
物 質 等 の 汚 染 物 質 の 浄 化 に は 、 一 般 に 縦 型 ス ク ラ バ ー と 称 さ れ る 空 気 浄 化 装 置 が 用 い ら れ
て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ は 、 筒 型
の 塔 形 状 を な し た 外 殻 ３ １ を 有 す る 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ ８ と 、 該 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ ８ の
内 方 に 、 排 気 ガ ス ３ ８ を 送 入 す る 送 風 装 置 ３ ５ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
前 記 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ ８ の 外 殻 ３ １ に は 、 そ の 下 方 に 汚 染 物 質 を 吸 収 す る 液 剤 ３ ９ が 貯
留 す る 液 槽 ３ ３ 、 下 部 側 面 に 送 風 装 置 ３ ５ と 連 通 し て 外 殻 ３ １ の 内 方 に 排 気 ガ ス ３ ８ を 送
入 す る 送 風 口 ３ ４ が 設 け ら れ る と と も に 、 上 方 に は 浄 化 さ れ た 排 気 ガ ス ３ ８ を 排 出 す る 開
口 部 ３ ２ が 設 け ら れ い る 。 ま た 、 外 郭 ３ １ の 内 方 に は 、 上 方 に 前 記 液 剤 ３ ９ を 散 水 す る 散
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水 ノ ズ ル ３ ６ 、 該 散 水 ノ ズ ル ３ ６ の 下 方 で 前 記 送 風 口 ３ ４ よ り や や 上 方 に 、 散 水 ノ ズ ル ３
６ よ り 散 水 さ れ た 液 剤 ３ ９ が 付 着 す る 充 填 材 ３ ７ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 構 成 の 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ は 、 送 風 装 置 ３ ５ を 介 し て 送 風 口 ３ ４ よ り 空 気 浄 化 装
置 本 体 ２ ８ の 内 方 に 排 気 ガ ス ３ ８ が 送 入 さ れ る と 、 排 気 ガ ス ３ ８ が 上 昇 し て 前 記 充 填 材 ３
７ を 通 過 す る 。 こ の と き 外 殻 ３ １ の 内 方 に 備 え ら れ た 散 水 ノ ズ ル ３ ６ か ら は 液 剤 ３ ９ が 散
水 さ れ て お り 、 充 填 材 ３ ７ の 表 面 に は 液 剤 ３ ９ が 付 着 し て い る 。 排 気 ガ ス ３ ８ 中 の 汚 染 物
質 は 、 こ の 充 填 材 ３ ７ に 付 着 し た 液 剤 ３ ９ に 向 流 接 触 す る こ と に よ り 、 汚 染 物 質 が 移 行 す
る 。 さ ら に 、 充 填 材 ３ ７ を 通 過 し て 上 昇 す る 排 気 ガ ス ３ ８ は 、 再 度 散 水 ノ ズ ル ３ ６ よ り 散
水 さ れ る 粒 径 状 の 液 剤 ３ ９ に 直 接 触 れ て 気 液 接 触 し 、 排 気 ガ ス ３ ８ 中 に 残 留 す る 汚 染 物 質
が 液 剤 ３ ９ に 移 行 す る 。 こ れ に よ り 、 排 気 ガ ス ３ ８ の 汚 染 物 質 は 浄 化 さ れ 、 さ ら に デ ミ ス
タ ４ ０ に よ り 排 気 ガ ス 中 の 液 滴 を 除 去 し た 後 、 外 殻 ３ １ の 上 方 よ り 排 出 さ れ る 。
な お 、 排 気 ガ ス ３ ８ 中 の 汚 染 物 質 が 移 行 さ れ た 液 剤 ３ ９ は 、 循 環 利 用 さ れ る も の で あ り 、
充 填 材 ３ ７ に 付 着 し た の ち に 下 方 の 液 槽 ３ ３ に 貯 留 さ れ 、 連 結 ポ ン プ ２ ９ を 介 し て 再 度 散
水 ノ ズ ル ３ ６ に 供 給 さ れ て 、 充 填 材 ３ ７ に 散 水 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
社 団 法 人 化 学 工 学 協 会 編 集 「 悪 臭 ・ 炭 化 水 素 排 出 防 止 技 術 」 株 式 会 社 技 術 書 院 、 昭 和 52年
11月 15日 p220－ 221、 図 5.6
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
排 気 ガ ス ３ ８ に 含 ま れ る 汚 染 物 質 が 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル や プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 、 乳 酸 エ チ ル 等 で あ る こ と を 想 定 し 、 こ の
排 気 ガ ス ３ ８ の 浄 化 に 、 充 填 材 ３ ７ の 層 厚 が ２ m、 汚 染 物 質 の 吸 収 に 用 い る 液 剤 ３ ９ は 循
環 利 用 、 送 風 装 置 ３ ５ よ り 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ ８ 内 に 排 気 ガ ス ３ ８ を 送 風 す る 風 速 を 1.5m
/sに 設 定 さ れ た 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ を 用 い る と 、 排 気 ガ ス ３ ８ 中 の 汚 染 物 質 の 除 去 率 は 、 液
剤 ３ ９ 中 の 有 機 物 濃 度 が ０ mg/kgの 場 合 に は 78％ 程 度 で あ る 。 し か し 、 液 剤 ３ ９ が 循 環 使
用 さ れ 、 有 機 物 濃 度 が 250mg/kgと な っ た 場 合 に は 26％ 程 度 と 大 幅 に 低 減 す る こ と が 知 ら れ
て い る 。
こ の た め 、 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ に よ る 汚 染 物 質 の 除 去 率 を 70％ 以 上 に 維 持 す る た め に は 、 液
剤 ３ ９ に 多 量 の 精 製 水 を 補 給 口 ３ ０ か ら 補 給 す る な ど し て 、 循 環 利 用 さ れ る 液 剤 ３ ９ 中 の
有 機 物 濃 度 を 低 く 制 御 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 上 述 す る 条 件 で 排 気 ガ ス ３ ８ 中 の 汚 染 物 質 を 除 去 す る 際 に は 、 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ を
構 成 す る 充 填 材 ３ ７ の 層 厚 が ２ mと 大 き い こ と か ら 、 充 填 材 ３ ７ を 湿 潤 さ せ る こ と を 目 的
に 、 液 剤 ３ ９ の 循 環 量 を 液 ガ ス 比 で ４ kg程 度 に 大 き く と る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 液 剤 ３
９ の 循 環 に は 大 型 の 連 結 ポ ン プ ２ ９ を 用 い な け れ ば な ら ず 、 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ の イ ニ シ ャ
ル コ ス ト が 増 大 す る と と も に 、 動 力 も 強 化 す る こ と と な り ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 増 大 す る こ
と と な る 。 な お 、 液 ガ ス 比 と は 、 空 気 １ kgも し く は １ ｍ ３ の 処 理 に 要 す る 液 量 を 示 す も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 簡 略 な 構 成 で 効 率 よ く 排 気 ガ ス 中 の 汚 染 物 質 を 浄 化 す る 空 気
浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 は 、 排 気 ガ ス 中 の 汚 染 物 質 を 液 剤 に 吸 収 さ せ て 、 排 気 ガ ス を
浄 化 す る 空 気 浄 化 装 置 本 体 と 、 該 空 気 浄 化 装 置 本 体 の 側 面 下 部 に 連 結 さ れ て 、 空 気 浄 化 装
置 本 体 の 内 方 に 排 気 ガ ス を 送 入 す る 送 風 装 置 を 備 え る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 空 気 浄 化 装
置 本 体 が 、 上 方 に 開 口 部 、 下 部 側 面 に 前 記 送 風 装 置 と 連 通 す る 送 風 口 、 及 び 底 部 に 前 記 液
剤 が 貯 留 す る 液 槽 が 備 え ら れ る 筒 型 の 外 郭 と 、 該 外 郭 の 送 風 口 よ り 上 方 で 内 方 を 水 平 に 塞
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ぐ よ う に し て 配 置 さ れ る 第 １ の 充 填 材 、 及 び 該 第 １ の 充 填 材 の 上 方 に 配 さ れ 、 前 記 液 剤 を
第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に よ り 構 成 さ れ る 主 洗 浄 部 と 、 該 主 洗 浄 部 の 上
方 で 外 郭 の 内 方 を 水 平 に 塞 ぐ よ う に し て 配 さ れ 、 排 気 ガ ス 中 の 液 滴 を 除 去 す る 第 １ の デ ミ
ス タ に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 主 洗 浄 部 の 第 １ の 充 填 材 が 、 板 状 に 成 形 さ れ 表 面 に 水 膜 を 形 成
す る 親 水 性 の 親 水 板 材 を 、 板 面 が 水 平 よ り 傾 斜 を 有 す る よ う に 複 数 組 み 合 わ せ て 形 成 さ れ
た 多 壁 面 体 に よ り 構 成 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 液 剤 を 供 給 す る 供 給 配
管 に 直 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 は 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン
プ が 備 え ら れ て お り 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤 に 加 え
て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 は 、 前 記 外 殻 の 内 方 で 主 洗 浄 部 の 下 方 に 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル
よ り 散 水 さ れ る 液 剤 を 貯 留 す る 中 間 ド レ ン 槽 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 中 間 ド レ ン 槽 と 送
風 口 と の 間 の 高 さ 位 置 に 、 下 方 か ら 上 方 の 順 で 前 記 外 殻 の 内 方 を 塞 ぐ よ う に 配 置 さ れ る 第
２ の デ ミ ス タ 、 第 ２ の 充 填 材 、 及 び 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル を 備 え る 前 処 理 部 が 設 け ら れ 、 前 記
第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 中 間 ド レ ン 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記 第 １ の
散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤 に 加 え て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ
る 中 間 ド レ ン 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る と と も に 、 前 記 第 ２ の 散 水
ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル が 、 連 結
ポ ン プ よ り 供 給 さ れ る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 ２ の 充 填 材 に 散 水 す る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 を 図 １ に 示 す 。 本 発 明 は 、 空 気 浄 化 装 置 に 備 え ら れ る 多 壁 面
体 よ り な る 充 填 材 に 、 液 剤 を 付 着 さ せ て 壁 面 に 水 膜 を 形 成 し 、 こ の 水 膜 に 排 気 ガ ス 中 の 汚
染 物 質 を 移 行 さ せ て 浄 化 す る 空 気 浄 化 装 置 に お い て 、 前 記 充 填 材 に 、 層 高 が 小 さ い も の の
表 面 積 が 大 き く 、 親 水 性 の 高 い 多 壁 面 体 を 適 用 す る こ と に よ り 、 排 気 ガ ス を 浄 化 す る 液 剤
の 循 環 量 を 大 幅 に 減 少 し な が ら 、 効 率 よ く 排 気 ガ ス の 浄 化 処 理 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ に 示 す よ う に 、 空 気 浄 化 装 置 １ は 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ と 送 風 装 置 １ ４ に よ り 構 成 さ
れ て い る 。 前 記 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ は 、 一 般 に 用 い ら れ て い る も の と 同 様 の 筒 型 の 塔 形 状
の 外 殻 ３ を 有 し て お り 、 そ の 上 方 に は 浄 化 さ れ た 浄 化 空 気 ２ ６ が 排 出 さ れ る 開 口 部 ４ が 設
け ら れ て い る 。 ま た 、 外 殻 ３ に は 、 最 も 上 方 に 第 １ の デ ミ ス タ ７ が 、 内 方 を 塞 ぐ よ う に 配
置 さ れ て い る と と も に 、 そ の 下 方 に 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 備 え た 主 洗
浄 部 ８ が 配 置 さ れ 、 該 第 １ の 充 填 材 １ ０ よ り 下 方 の 側 面 に は 、 前 記 送 風 装 置 １ ４ と 連 結 す
る 送 風 口 ５ が 設 け ら れ て い る 。
前 記 第 １ の デ ミ ス タ ７ は 、 一 般 に 微 細 な 液 滴 の 発 生 を 伴 う 処 理 ガ ス 中 の 液 滴 を 除 去 す る 部
材 と し て 用 い ら れ て い る も の で 、 例 え ば ス テ ン レ ス 繊 維 や ガ ラ ス 繊 維 等 を 網 目 状 に 重 ね る
、 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 等 を ろ 布 状 に 織 る 等 の 加 工 を 施 す こ と に よ り 成 形 さ れ る も の
で あ る 。 ま た 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ は 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 に 含 ま れ る 汚 染 物 質 を 吸 収 す
る 液 剤 １ １ を 、 前 記 外 殻 ３ の 内 方 に 散 水 す る も の で 、 散 水 さ れ る 液 剤 １ １ は 、 排 気 ガ ス １
７ に 含 ま れ る 汚 染 物 質 の 種 類 に 応 じ て 、 水 、 ア ル カ リ 性 液 剤 、 酸 性 液 剤 等 が 用 い ら れ て い
る 。 こ れ ら の 液 剤 １ １ は 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ に 直 結 さ れ た 供 給 配 管 ２ ３ に よ り 供 給 さ れ
、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ で は 、 液 剤 １ １ を 循 環 さ せ る こ と な く 、 供
給 配 管 ２ ３ に よ り 供 給 さ れ た 液 剤 １ １ の み を 散 水 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 前 記 液 剤 １ １ と 排 気 ガ ス １ ７ と の 接 触 効 率 を 向 上 す る こ
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と を 目 的 に 用 い ら れ る も の で 、 所 定 の 層 厚 を 持 っ て 外 殻 ３ の 内 方 を 塞 ぐ よ う に 配 置 さ れ て
い る 。 該 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 上 方 に 配 さ れ た 前 記 散 水 ノ ズ ル ９ よ り 散 水 さ れ た 粒 径 状 の
液 剤 １ １ が 、 表 面 に 付 着 し や す い よ う 表 面 積 が 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 一 般 に は 酸 、 ア ル
カ リ 、 有 機 ガ ス に 対 し て 耐 久 性 の あ る 無 機 質 多 壁 面 体 、 又 は ポ リ プ ロ ピ レ ン 布 等 を 多 壁 面
体 に 加 工 し た も の 等 が 用 い ら れ て い る 。 な お 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ に 用 い ら れ る 材 料 は 、 こ
れ ら に こ だ わ る も の で は な く 、 大 き い 表 面 積 を 形 成 で き 、 酸 、 ア ル カ リ 、 有 機 ガ ス に 触 れ
て も 分 解 し た り 脆 弱 に な る こ と の な い 耐 久 性 の 高 い 材 料 で あ れ ば い ず れ を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ に 対 し て 高 い 親 水 性 を 持 た せ る こ と を 目 的 に 、 親 水
性 の ポ リ エ ス テ ル 布 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 布 を 表 面 材 と し 、 板 状 に 成 形 さ れ た ス テ ン レ ス メ ッ
シ ュ 、 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン メ ッ シ ュ を 担 持 体 と し て 、 担 持 体 に 表 面 材 を 接 着 、 融 着 、 縫
製 な ど に よ り 一 体 化 し た 親 水 板 材 １ ０ ａ を 用 い て い る 。 該 親 水 板 材 １ ０ ａ の 形 状 は 、 当 然
の こ と な が ら 担 持 体 に 依 存 す る た め 、 担 持 体 の 外 形 状 を 加 工 し た 上 で 複 数 を 組 み 合 わ せ る
こ と に よ り 、 高 い 親 水 性 を 持 ち 、 表 面 積 の 大 き い 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 成 形 す る こ と が で き
る も の で あ る 。 こ れ ら 親 水 板 材 １ ０ ａ を 用 い た 第 １ の 充 填 材 １ ０ の 事 例 を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ （ ａ ） に 示 す 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 波 形 に 加 工 し た 隣 り 合 う 前 記 親 水 板 材 １ ０ ａ 、 １
０ ｂ を 複 数 平 行 に 配 置 し 、 凸 面 ど う し を 接 触 さ せ て 無 機 系 も し く は 水 ガ ラ ス 系 接 着 剤 等 を
用 い て 固 着 し た も の で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 複 数 の 前 記 親
水 板 材 １ ０ ａ を 互 い に 直 交 す る よ う に 組 み 合 わ せ て 無 機 系 接 着 剤 を 用 い て 固 着 し て お り 、
平 面 視 格 子 状 に 成 形 し た も の で あ る 。 さ ら に 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 前
記 親 水 板 材 １ ０ ａ を 所 定 の 距 離 を 持 っ て 平 行 に 配 置 し 、 こ の 配 置 を 維 持 す る よ う に 所 定 の
容 器 ２ ４ に 収 め た も の で あ る 。
な お 、 こ れ ら 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 い ず れ も 親 水 板 材 １ ０ ａ の 板 面 が 垂 直 面 を 形 成 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る が 、 必 ず し も こ れ に こ だ わ る も の で は な く 、 親 水 板 材 １ ０ ａ の 板 面 に
接 触 し た 液 剤 １ １ が 、 重 力 に よ り 下 方 へ 流 下 で き る 程 度 の 傾 斜 を 有 し て い れ ば 、 水 平 面 に
対 し て い ず れ の 角 度 を 有 し て 成 形 さ れ て も 良 い 。
ま た 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 隣 り 合 う 前 記 親 水 板 材 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ は 、 両 者 が 異 な る 角 度 で 接
合 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ ら は 、 い ず れ も 高 い 親 水 性 を 有 す る だ け で な く 表 面 積 も 大 き く 、 例 え ば 図 ４ （ ａ ） に
示 す 第 １ の 充 填 材 １ ０ で は 、 充 填 材 １ ｍ ３ に 対 し て 表 面 積 が 約 500m 2 /m 3 を 有 す る 大 き さ に
成 形 さ れ て い る 。 こ の 広 大 な 表 面 積 に 液 剤 １ １ が 接 触 し て 水 膜 を 形 成 す る こ と に よ り 、 水
膜 に 排 気 ガ ス １ ７ が 向 流 接 触 し て 汚 染 物 質 を 効 率 よ く 吸 収 す る こ と が で き る も の で あ る 。
し た が っ て 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ は 、 そ の 層 厚 を 低 く 設 定 し て も 、 十 分 な 表 面 積 が 得 ら れ る
た め 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 湿 潤 さ せ る こ と を 目 的 に 大 量 の 液 剤 １ １ を 用 い る 必 要 が な く 、
従 来 と 比 較 し て も 大 幅 に 少 な い 0.01～ １ L/m３ 程 度 の 液 ガ ス 比 で 十 分 な 汚 染 物 質 の 吸 収 が
行 え る も の で あ る 。
こ の よ う な 第 １ の 充 填 材 １ ０ に 付 着 さ れ た 液 剤 １ １ は 、 排 気 ガ ス １ ７ に 含 ま れ る 汚 染 物 質
を 吸 収 し た 後 、 重 力 に 従 い 前 記 親 水 板 材 １ ０ ａ の 板 面 流 下 し 、 外 殻 ３ の 底 部 に 設 け ら れ た
液 槽 ６ に 一 次 貯 留 さ れ 、 排 水 口 ６ ａ よ り 排 水 さ れ て 、 図 示 し な い 有 機 排 水 処 理 槽 で 処 理 さ
れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 前 記 外 殻 ３ の 下 方 に 設 け ら れ た 送 風 口 ５ に は 、 前 記 送 風 装 置 １ ４ が 連 結 さ れ て い る
。 該 送 風 装 置 １ ４ は 、 外 殻 ３ の 送 風 口 ５ に 一 方 の 端 部 が 固 着 さ れ 、 外 殻 ３ と 連 通 す る 送 風
管 １ ５ と 、 該 送 風 管 １ ５ の 他 方 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 送 風 機 １ ６ と に よ り 構 成 さ れ る 。
こ の よ う な 送 風 装 置 １ ４ は 、 送 風 機 １ ６ に よ り 排 気 ガ ス １ ７ を 取 り 込 み 送 風 管 １ ５ を 介 し
て 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 内 方 に 排 気 ガ ス １ ７ を 送 入 す る も の で 、 送 風 管 １ ５ が 水 平 に 配
さ れ て い る こ と か ら 、 排 気 ガ ス １ ７ は 、 水 平 流 と し て 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 内 方 へ 送 入 さ
れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 構 成 の 空 気 浄 化 装 置 １ を 用 い た 排 気 ガ ス １ ７ の 浄 化 手 順 を 以 下 に 示 す 。 工 場 等
で 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 前 記 送 風 装 置 ４ の 送 風 機 １ ６ を 用 い て 送 風 管 １ ５ に 取 り 込
ま れ る 。 該 送 風 管 １ ５ 内 で 排 気 ガ ス １ ７ は 水 平 流 と な り 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ を 構 成 す る
外 殻 ３ の 下 方 に 設 け ら れ た 送 風 口 ５ よ り 、 外 殻 ３ の 内 方 へ 送 入 さ れ る 。
該 外 殻 ３ の 内 方 へ 送 入 さ れ た 排 気 ガ ス １ ７ は 上 昇 し 、 前 記 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 通 過 す る が
、 該 第 １ の 充 填 材 １ ０ に は 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ り 散 水 さ れ た 粒 径 状 の 液 剤 １ １ が 付 着
し て 表 面 に 水 膜 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 通 過 す る 排 気 ガ ス １ ７ は こ の 水 膜
に 効 率 よ く 気 液 接 触 し 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 が 水 膜 を 形 成 し て い る 液 剤 １ １ に 移 行
す る 。
さ ら に 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 通 過 し 上 昇 し た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 再 度 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ り
散 水 さ れ た 粒 径 状 の 液 剤 １ １ に 直 に 気 液 接 触 し 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 に 残 留 す る 汚 染 物 質 が 移
行 し 、 排 気 ガ ス １ ７ は 浄 化 さ れ る 。
こ れ ら の 工 程 を 経 て 浄 化 さ れ た 浄 化 空 気 ２ ６ は 、 液 剤 １ １ に よ る 液 滴 を 第 １ の デ ミ ス タ ７
に 捕 集 さ れ た 上 で 、 外 殻 ３ の 上 方 に 設 け ら れ た 開 口 部 ４ よ り 外 方 へ 排 出 さ れ る 。 し た が っ
て 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ よ り 散 水 さ れ る 液 剤 １ １ は 、 常 に 有 機 物 濃 度 が ０ mg/kgの も の が 用
い ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 を 除 去 す る に 際 し 、 多 量 の 液 剤 １ １ を 必
要 と せ ず 、 供 給 配 管 ２ ３ に よ る 液 剤 １ １ の 供 給 量 の み で 十 分 な 液 ガ ス 比 が 得 ら れ る 場 合 に
用 い ら れ る 空 気 浄 化 装 置 １ を 示 し た 。
第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 が 、 液 剤 １ １ に 溶 解 し や す い 物 質
で あ る も の の 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ の 層 厚 が 大 き く 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 湿 潤 さ せ る た め に
液 剤 １ １ の 供 給 量 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 の 空 気 浄 化 装 置 １ を 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 空 気 浄 化 装 置 １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ と
送 風 装 置 １ ４ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 外
殻 ３ に 、 前 記 外 殻 ３ の 底 部 に 設 け ら れ た 液 槽 ６ と 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ と を 連 結 す る 連
結 ポ ン プ １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
し た が っ て 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ に は 、 供 給 配 管 ２ ３ よ り 給 水 さ れ る 液 剤 １ １ の み で な く
、 す で に 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ り 散 水 さ れ て 液 槽 ６ に 貯 留 さ れ た 貯 留 液 剤 １ ２ が 相 ま っ た
調 整 液 剤 １ ３ が 、 連 結 ポ ン プ １ ８ に よ り 循 環 供 給 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、
調 整 液 剤 １ ３ は 、 貯 留 液 剤 １ ２ を 含 む こ と か ら 前 記 液 槽 ６ を 十 分 な 体 積 に 確 保 し て お く こ
と に よ り 、 大 量 の 液 ガ ス 比 に も 対 応 す る こ と が 可 能 で あ り 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ の 層 厚 が 大
き い 場 合 に も 、 十 分 な 供 給 量 を 確 保 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 所 定 量 以 上 の 汚 染 物 質 が 含 有 し た 貯 留 液 剤 １ ２ は 、 循 環 使 用 さ れ る こ と な く 、 前 記
液 槽 ６ に 設 け ら れ た 排 水 口 ６ ａ よ り 排 水 さ れ 、 図 示 し な い 有 機 排 水 処 理 装 槽 で 処 理 さ れ る
。 ま た 、 前 記 液 槽 ６ に は 補 給 口 ６ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 該 補 給 口 ６ ｂ よ り 、 新 た な 液 剤 １
１ が 供 給 さ れ て 、 貯 留 液 剤 １ ２ の 有 機 物 濃 度 が 調 整 さ れ る こ と と な る 。 し た が っ て 、 前 記
液 槽 ６ に 、 液 槽 ６ 中 の 貯 留 液 剤 １ ２ に 係 る 図 示 し な い 有 機 物 濃 度 の 制 御 装 置 を 取 り 付 け て
お き 、 貯 留 液 剤 １ ２ の 排 水 や 新 た な 液 剤 １ １ の 供 給 を 自 動 化 さ せ る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 に 、 除 去 対 象 と な る 汚 染 物 質 以 外 の 粉 塵 や ミ ス ト
な ど の 固 体 及 び 粘 着 質 の 液 体 が 含 ま れ て い る 場 合 や 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 濃 度 が 高
い 場 合 に 用 い ら れ る 空 気 浄 化 装 置 １ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 空 気 浄 化 装 置 １ は 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ と 送 風 装 置 １ ４ に よ り 構 成 さ
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れ 、 送 風 装 置 １ ４ は 第 １ の 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。
ま た 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ も 第 １ の 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 塔 形 状 の
外 殻 ３ を 有 し て お り 、 上 方 に 開 口 部 ４ 、 底 部 に 液 槽 ６ 、 及 び 下 部 側 面 に 送 風 口 ５ を 備 え 、
そ の 内 方 に は 上 方 に 第 １ の デ ミ ス タ ７ 、 そ の 下 方 に 主 洗 浄 部 ８ を 備 え て い る 。
第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 主 洗 浄 部 ８ を 構 成 す る 第 １ の 充 填 材 １ ０ の 下 方 に 、 中 間 ド レ
ン 層 ２ ５ が 配 置 さ れ て お り 、 貯 留 液 剤 １ ２ が 貯 留 さ れ て い る 。 該 中 間 ド レ ン 層 ２ ５ と 第 １
の 散 水 ノ ズ ル ９ と は 、 連 結 ポ ン プ １ ８ に よ り 連 結 さ れ て お り 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ は 、 給
水 配 管 ２ ３ よ り 供 給 さ れ る 液 剤 １ １ に 加 え て 、 中 間 ド レ ン 層 に 貯 留 さ れ る 貯 留 液 剤 １ ２ を
循 環 供 給 さ れ 、 液 剤 １ １ と 貯 留 液 剤 １ ２ が 相 ま っ た 調 整 液 剤 １ ３ を 第 １ の 充 填 材 １ ０ に 散
水 し 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 流 下 し た 調 整 液 剤 １ ３ は 、 貯 留 液 剤 １ ２ と な っ て 中 間 ド レ ン 層
２ ５ に 貯 留 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
該 中 間 ド レ ン 層 ２ ５ の 下 方 で 送 風 口 ５ よ り 上 方 の 高 さ 位 置 に は 、 下 方 か ら 上 方 の 順 に 、 第
２ の デ ミ ス タ ２ ２ 、 第 ２ の 充 填 材 ２ １ 、 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ２ ０ を 備 え た 前 処 理 部 １ ９ が 配
置 さ れ て い る 。 前 記 第 ２ の デ ミ ス タ ２ ２ 及 び 第 ２ の 充 填 材 ２ １ は 各 々 、 第 １ の 実 施 の 形 態
で 述 べ た 第 １ の デ ミ ス タ ７ 及 び 第 １ の 充 填 材 １ ０ と 同 様 の 材 料 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前
記 外 殻 ３ の 内 方 を 塞 ぐ よ う に 各 々 が 配 置 さ れ て い る 。
ま た 、 前 記 第 ２ の 充 填 材 ２ １ の 上 方 に 配 さ れ て い る 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ２ ０ は 、 連 結 ポ ン プ
１ ８ を 介 し て 外 殻 ３ の 底 部 に 設 け ら れ て い る 液 槽 ６ に 連 結 さ れ て お り 、 該 液 槽 ６ に 貯 留 さ
れ て い る 貯 留 液 剤 １ ２ を 循 環 利 用 し て 第 ２ の 充 填 材 ２ １ に 散 布 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ れ ら 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 排 気 ガ ス １ ７ の 浄 化 作 業 が 前 処 理 部 １ ９ 及 び 主 洗 浄 部 ８ の
２ 段 階 で 実 施 さ れ る 構 成 と な っ て お り 、 前 処 理 部 １ ９ で は 、 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ２ ０ よ り 液
槽 ６ に 貯 留 さ れ て い る 貯 留 液 剤 １ ２ を 循 環 利 用 し 、 主 洗 浄 部 ８ で は 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９
よ り 液 剤 １ １ と 貯 留 液 剤 １ ２ が 相 ま っ た 調 整 液 剤 １ ３ が 散 水 さ れ る 。 し た が っ て 、 空 気 浄
化 装 置 本 体 ２ の 上 層 に 位 置 す る 主 洗 浄 部 ８ で 用 い ら れ る 調 整 液 剤 １ ３ と 比 較 し て 、 下 層 に
位 置 す る 前 処 理 部 １ ９ で は 、 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 の 吸 着 に 、 有 機 物 濃 度 の 高 い 貯 留 液
剤 １ ２ が 用 い ら れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な 構 成 の 空 気 浄 化 装 置 １ を 用 い た 排 気 ガ ス １ ７ の 浄 化 手 順 を 以 下 に 示 す 。 工 場 等
で 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 前 記 送 風 装 置 ４ の 送 風 機 １ ６ を 用 い て 送 風 管 １ ５ に 取 り 込
ま れ る 。 該 送 風 管 １ ５ 内 で 排 気 ガ ス １ ７ は 、 水 平 流 と し て 送 風 管 １ ５ 内 を 通 過 し 、 空 気 浄
化 装 置 本 体 ２ を 構 成 す る 外 殻 ３ の 下 方 に 設 け ら れ た 送 風 口 ５ よ り 、 外 殻 ３ の 内 方 へ 送 入 さ
れ る 。
該 外 殻 ３ の 内 方 へ 送 入 さ れ た 排 気 ガ ス １ ７ は 上 昇 し 、 前 記 前 処 理 部 １ ９ に 送 風 さ れ る 。 前
記 前 処 理 部 １ ９ で は 、 ま ず 、 第 ２ の デ ミ ス タ ２ ２ を 通 過 す る こ と に よ り 、 汚 染 物 質 以 外 の
粉 塵 や ミ ス ト な ど の 固 体 、 及 び 粘 着 質 の 液 体 等 を 除 去 さ れ る 。 こ の 後 、 前 記 第 ２ の 充 填 材
２ １ を 通 過 す る が 、 該 第 ２ の 充 填 材 ２ １ に は 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ２ ０ よ り 散 水 さ れ た 粒 径 状
の 貯 留 液 剤 １ ２ が 付 着 し て 水 膜 を 形 成 し て お り 、 こ の 水 膜 に 向 流 接 触 し 効 率 よ く 気 液 接 触
さ れ て 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 が 貯 留 液 剤 １ ２ に 移 行 す る 。 さ ら に 、 第 ２ の 充 填 材 ２ １
を 通 過 し 上 昇 す る 排 気 ガ ス １ ７ は 、 再 度 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ り 散 水 さ れ た 粒 径 状 の 液 剤
１ １ に 直 に 気 液 接 触 し 、 排 気 ガ ス １ ７ に 残 留 す る 汚 染 物 質 が 液 剤 １ １ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
該 前 処 理 部 １ ９ を 通 過 し た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 次 に 、 前 記 主 洗 浄 部 ８ に 送 風 さ れ る 。 該 主 洗
浄 部 ８ で は 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 通 過 す る 。 こ の と き 、 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ り 散 水 さ れ
た 粒 径 状 の 調 整 液 剤 １ ３ が 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ に 付 着 し て 水 膜 を 形 成 し て お り 、 こ れ ら に
向 流 接 触 し 効 率 よ く 気 液 接 触 さ れ て 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 が 調 整 液 剤 １ ３ に 移 行 し 、
排 気 ガ ス １ ７ は 浄 化 さ れ る 。
さ ら に 、 第 １ の 充 填 材 １ ０ を 通 過 し 上 昇 し た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 再 度 第 １ の 散 水 ノ ズ ル ９ よ
り 散 水 さ れ た 粒 径 状 の 調 整 液 剤 １ ３ に 直 に 気 液 接 触 し 、 排 気 ガ ス １ ７ に 残 留 す る 汚 染 物 質
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が 調 整 液 剤 １ ３ に 移 行 し 、 排 気 ガ ス １ ７ は 浄 化 さ れ る 。 こ れ ら の 工 程 を 経 て 浄 化 さ れ た 浄
化 空 気 ２ ６ は 、 第 １ の デ ミ ス タ ７ を 通 過 し て 液 滴 を 捕 集 さ れ た 後 に 、 外 殻 ３ の 上 端 部 に 設
け ら れ た 開 口 部 ４ よ り 外 方 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 前 記 第 ２ の デ ミ ス タ ２ ２ は 、 捕 集 し た 汚 染 物 質 以 外 の 粉 塵 や ミ ス ト な ど の 固 体 、 及
び 粘 着 質 の 液 体 等 が 付 着 し て も 上 方 に 備 え ら れ た 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル ２ ０ よ り 散 水 さ れ た 粒
径 状 の 貯 留 液 剤 １ ２ に よ り 洗 い 流 さ れ る こ と と な る た め 、 特 別 な メ ン テ ナ ン ス は 必 要 と な
ら な い 。
ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 前 記 液 槽 ６ に お け る 所 定 定 量 以 上 の 汚 染 物 質 が 含 有 し
た 貯 留 液 剤 １ ２ は 、 循 環 使 用 さ れ る こ と な く 、 排 水 口 ６ ａ よ り 排 水 さ れ 、 図 示 し な い 有 機
排 水 処 理 装 槽 で 処 理 さ れ る 。 ま た 、 前 記 液 槽 ６ に は 補 給 口 ６ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 該 補 給
口 ６ ｂ よ り 、 新 た な 液 剤 １ １ が 供 給 さ れ て 、 貯 留 液 剤 １ ２ の 有 機 物 濃 度 が 調 整 さ れ る こ と
と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 示 し た 空 気 浄 化 装 置 １ は い ず れ も 、 空 気 浄 化 装
置 本 体 ２ の 上 方 か ら 下 方 に 進 む に 従 い 、 液 剤 １ １ も し く は 調 整 液 剤 １ ３ 中 に 含 ま れ る 有 機
物 濃 度 が 増 加 す る 。 ま た 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 上 方 に 配
置 さ れ た 主 洗 浄 部 ８ で 用 い ら れ る 調 整 液 剤 １ ３ と 、 下 方 に 配 置 さ れ た 前 処 理 部 １ ９ で 用 い
ら れ る 貯 留 液 剤 １ ２ で は 、 貯 留 液 剤 １ ２ の 方 が 有 機 物 濃 度 が 高 い 。 一 方 で 、 空 気 浄 化 装 置
本 体 ２ の 下 方 か ら 送 風 さ れ た 排 気 ガ ス １ ７ は 、 汚 染 物 質 を 浄 化 さ れ な が ら 上 方 に 進 む た め
、 汚 染 物 質 濃 度 も 上 方 か ら 下 方 に 進 む に 従 い 徐 々 に 低 下 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 般 に 、 有 機 物 濃 度 の 低 い 液 剤 １ １ は 、 汚 染 物 質 濃 度 の 低 い 排 気 ガ ス １ ７ 中 に 含 ま れ る 汚
染 物 質 を 吸 収 し や す く 、 有 機 物 濃 度 の 高 い 液 剤 １ １ は 、 汚 染 物 質 濃 度 の 高 い 排 気 ガ ス １ ７
中 の 汚 染 物 質 を 吸 収 し や す い こ と が 、 一 般 に 知 ら れ て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に
お け る 空 気 浄 化 装 置 １ は 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 上 層 に お い て 、 汚 染 物 質 濃 度 が 既 に 低 下
し た 排 気 ガ ス １ ７ を 、 汚 染 物 質 を ほ ぼ 吸 収 し て い な い 液 剤 １ １ 、 も し く は 液 剤 １ １ と 貯 留
液 剤 １ ２ が 相 ま っ た 調 整 液 剤 １ ３ に 直 接 気 液 接 触 さ せ 、 下 層 に お い て 汚 染 物 質 濃 度 の 高 い
排 気 ガ ス １ ７ を 、 す で に 汚 染 物 質 を 含 ん だ 有 機 物 濃 度 の 高 い 調 整 液 剤 １ ３ 、 又 は 貯 留 液 剤
１ ２ に 気 液 接 触 さ せ る こ と か ら 、 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 濃 度 に 準 じ て 効 率 的 に 汚 染 物 質
を 除 去 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ ら の 効 果 を 把 握 す べ く 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 示 し た 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ の 内 方 に 、 前
処 理 部 １ ９ を 配 置 す る こ と な く 主 洗 浄 部 ８ の み を 配 置 し た 空 気 浄 化 装 置 １ に つ い て 、 前 記
排 気 ガ ス １ ７ の 流 入 風 速 を 1.5ｍ /ｓ 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ に 備 え ら れ た 充 填 材 １ ０ の 部 材
厚 を 0.2ｍ 、 液 剤 １ １ の 液 ガ ス 比 を 0.11Ｌ /ｍ ３  と し て 設 定 し た 場 合 を 例 に 取 り 、 排 気 ガ
ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 の 除 去 率 を 算 定 し た 。 な お 、 排 気 ガ ス １ ７ 中 の 汚 染 物 質 に は 、 プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル や プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー
ト 、 乳 酸 エ チ ル 等 が 含 ま れ て い る こ と を 想 定 し て い る 。
そ の 結 果 、 空 気 浄 化 装 置 １ は 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 を 66～ 71％ 程 度 ま で 除 去 す る こ と が
可 能 と な っ た 。 ま た 、 前 記 排 気 ガ ス １ ７ の 流 入 風 速 を 1.5ｍ /ｓ 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 ２ に 備
え ら れ た 充 填 材 １ ０ の 部 材 厚 を 0.3ｍ 、 液 剤 １ １ の 液 ガ ス 比 を 0.26Ｌ /ｍ ３  と し て 設 定 し
た 場 合 を 例 に 取 り 、 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 の 除 去 率 を 算 定 し た 。 そ の 結 果 、 空 気 浄 化 装
置 １ は 排 気 ガ ス １ ７ の 汚 染 物 質 を 72～ 80％ 程 度 ま で 除 去 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 で 、 従 来 よ り 用 い ら れ て い る 図 ５ に 示 す よ う な 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ に つ い て 、 充 填 材 ３
７ の 層 厚 が ２ m、 汚 染 物 質 の 吸 収 に 用 い る 液 剤 ３ ９ は 循 環 利 用 、 ま た 送 風 装 置 ３ ５ よ り 空
気 浄 化 装 置 本 体 ２ ８ 内 に 排 気 ガ ス ３ ８ を 送 風 す る 風 速 を 1.5m/sと 設 定 し 、 排 気 ガ ス ３ ８ の
除 去 を 行 う と 、 排 気 ガ ス ３ ８ 中 の 汚 染 物 質 の 除 去 率 は 、 液 剤 ３ ９ 中 の 有 機 物 濃 度 が ０ mg/k
gの 場 合 に は 78％ 程 度 で あ る こ と か ら 、 第 １ の 充 填 材 の 層 厚 が 1/6程 度 、 液 ガ ス 比 が 1/15程
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度 と な っ て も 、 従 来 の 空 気 浄 化 装 置 ２ ７ と 同 程 度 の 除 去 率 を 達 成 で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 に よ れ ば 、 排 気 ガ ス 中 の 汚 染 物 質 を 液 剤 に 吸 収 さ せ て 、 排 気
ガ ス を 浄 化 す る 空 気 浄 化 装 置 本 体 と 、 該 空 気 浄 化 装 置 本 体 の 側 面 下 部 に 連 結 さ れ て 、 空 気
浄 化 装 置 本 体 の 内 方 に 排 気 ガ ス を 送 入 す る 送 風 装 置 を 備 え る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 空 気
浄 化 装 置 本 体 が 、 上 方 に 開 口 部 、 下 部 側 面 に 前 記 送 風 装 置 と 連 通 す る 送 風 口 、 及 び 底 部 に
前 記 液 剤 が 貯 留 す る 液 槽 が 備 え ら れ る 筒 型 の 外 郭 と 、 該 外 郭 の 送 風 口 よ り 上 方 で 内 方 を 水
平 に 塞 ぐ よ う に し て 配 置 さ れ る 第 １ の 充 填 材 、 及 び 該 第 １ の 充 填 材 の 上 方 に 配 さ れ 、 前 記
液 剤 を 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に よ り 構 成 さ れ る 主 洗 浄 部 と 、 該 主 洗 浄
部 の 上 方 で 外 郭 の 内 方 を 水 平 に 塞 ぐ よ う に し て 配 さ れ 、 排 気 ガ ス 中 の 液 滴 を 除 去 す る 第 １
の デ ミ ス タ に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 主 洗 浄 部 の 第 １ の 充 填 材 が 、 板 状 に 成 形 さ れ 表 面 に 水 膜
を 形 成 す る 親 水 性 の 親 水 板 材 を 、 板 面 が 水 平 よ り 傾 斜 を 有 す る よ う に 複 数 組 み 合 わ せ て 形
成 さ れ た 多 壁 面 体 に よ り 構 成 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 液 剤 を 供 給 す る
供 給 配 管 に 直 結 さ れ て い る こ と か ら 、 充 填 材 に お け る １ ｍ ３ あ た り の 表 面 積 が 大 幅 に 増 加
す る た め 、 層 厚 を 小 さ く 形 成 で き 、 従 来 と 同 程 度 の 汚 染 物 質 の 除 去 率 を 確 保 し な が ら 、 空
気 浄 化 装 置 全 体 を コ ン パ ク ト 化 で き る と と も に 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト を 大 幅 に 低 減 す る こ と
が 可 能 と な る 。 ま た 、 充 填 材 の 層 厚 を 小 さ く 形 成 で き る た め 、 液 剤 の 供 給 量 も 大 幅 に 削 減
で き 、 液 剤 を 循 環 す る 場 合 に も 大 型 の 連 結 ポ ン プ を 用 い る 必 要 が な く 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト
を 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 に よ れ ば 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連
結 ポ ン プ が 備 え ら れ て お り 、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤
に 加 え て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水
す る こ と か ら 、 第 １ の 充 填 材 の 層 厚 を 大 き く 設 定 し 、 大 量 の 液 剤 が 必 要 な 場 合 に も 、 容 易
に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 に よ れ ば 、 前 記 外 殻 の 内 方 で 主 洗 浄 部 の 下 方 に 、 第 １ の 散 水
ノ ズ ル よ り 散 水 さ れ る 液 剤 を 貯 留 す る 中 間 ド レ ン 槽 が 設 け ら れ る と と も に 、 該 中 間 ド レ ン
槽 と 送 風 口 と の 間 の 高 さ 位 置 に 、 下 方 か ら 上 方 の 順 で 前 記 外 殻 の 内 方 を 塞 ぐ よ う に 配 置 さ
れ る 第 ２ の デ ミ ス タ 、 第 ２ の 充 填 材 、 及 び 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル を 備 え る 前 処 理 部 が 設 け ら れ
、 前 記 第 １ の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 中 間 ド レ ン 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記
第 １ の 散 水 ノ ズ ル が 、 前 記 供 給 配 管 よ り 供 給 さ れ る 液 剤 に 加 え て 、 前 記 連 結 ポ ン プ よ り 供
給 さ れ る 中 間 ド レ ン 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 １ の 充 填 材 に 散 水 す る と と も に 、 前 記 第 ２
の 散 水 ノ ズ ル に 、 前 記 液 槽 と 連 結 す る 連 結 ポ ン プ が 備 え ら れ て 、 前 記 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル が
、 連 結 ポ ン プ よ り 供 給 さ れ る 液 槽 中 の 貯 留 液 剤 を 、 前 記 第 ２ の 充 填 材 に 散 水 す る こ と か ら
、 排 気 ガ ス に 粉 塵 や ミ ス ト な ど の 固 体 、 粘 着 質 の 液 体 が 含 ま れ て い る 場 合 に も 前 処 理 部 の
第 ２ の デ ミ ス タ で 捕 集 す る こ と が で き る と と も に 、 除 去 対 象 と な る 汚 染 物 質 濃 度 が 高 い 場
合 に も 、 主 洗 浄 部 と 前 処 理 部 の ２ 段 階 で 汚 染 物 質 の 除 去 作 業 が 行 わ れ る た め 、 従 来 の 空 気
浄 化 装 置 と 同 程 度 の 除 去 率 を 達 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 の 第 １ の 充 填 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 空 気 浄 化 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 空 気 浄 化 装 置
２ 　 空 気 浄 化 装 置 本 体
３ 　 外 殻
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４ 　 開 口 部
５ 　 送 風 口
６ 　 液 槽
６ ａ 　 排 水 口
７ 　 第 １ の デ ミ ス タ
８ 　 主 洗 浄 部
９ 　 第 １ の 散 水 ノ ズ ル
１ ０ 　 第 １ の 充 填 材
１ ０ ａ 　 親 水 板 材
１ ０ ｂ 　 親 水 板 材
１ １ 　 液 剤
１ ２ 　 貯 留 液 剤
１ ３ 　 調 整 液 剤
１ ４ 　 送 風 装 置
１ ５ 　 送 風 管
１ ６ 　 送 風 機
１ ７ 　 排 気 ガ ス
１ ８ 　 連 結 連 結 ポ ン プ
１ ９ 　 前 処 理 部
２ ０ 　 第 ２ の 散 水 ノ ズ ル
２ １ 　 第 ２ の 充 填 材
２ ２ 　 第 ２ の デ ミ ス タ
２ ３ 　 供 給 配 管
２ ４ 　 容 器
２ ５ 　 中 間 ド レ ン 層
２ ６ 　 浄 化 空 気
２ ７ 　 空 気 浄 化 装 置
２ ８ 　 空 気 浄 化 装 置 本 体
２ ９ 　 連 結 ポ ン プ
３ ０ 　 補 給 口
３ １ 　 外 殻
３ ２ 　 開 口 部
３ ３ 　 液 槽
３ ４ 　 送 風 口
３ ５ 　 送 風 装 置
３ ６ 　 散 水 ノ ズ ル
３ ７ 　 充 填 材
３ ８ 　 排 気 ガ ス
３ ９ 　 液 剤
４ ０ 　 デ ミ ス タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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